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１
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

組 
 

番 
 

名
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
５
０
点 

  
 

問
１ 
次
の
ア
～
エ
の
説
明
に
当
て
は
ま
る
語
を
、
あ
と
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。（
各
２
点
） 

 
 
 
 

ア 

理
性
で
は
抑
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
い
感
情
。
激
情
。 

 
 
 
 

イ 

二
つ
の
相
反
す
る
事
柄
の
板
ば
さ
み
に
な
る
こ
と
。 

 
 
 
 

ウ 

人
々
の
考
え
方
や
行
動
を
根
底
で
制
限
し
て
い
る
信
念
や
思
想
。 

 
 
 
 

エ 

一
見
す
る
と
真
理
に
背
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
一
面
の
真
理
を
言
い
表
し
て
い
る
表
現
。 

 
 
 
 
 

① 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー 

 
② 
パ
ト
ス 

 

③ 

デ
ィ
レ
ン
マ 

 

④ 

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

 

⑤ 

モ
チ
ー
フ 

ア
（ 

 

） 
 

イ
（ 

 

） 
 

ウ
（ 

 

） 
 

エ
（ 

 

） 
  
 

問
２ 

次
の
ア
～
ウ
は
、「
一
元
論
」・「
二
元
論
」・「
多
元
論
」
の
ど
の
立
場
で
の
説
明
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
せ
。（
各
３
点
） 

 
 
 
 

ア 

肉
体
と
精
神
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
た
と
え
肉
体
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
精
神
は
生
き
続
け
る
は
ず
だ
。 

 
 
 
 

イ 

人
間
は
、
家
族
・
学
校
の
友
人
・
趣
味
や
習
い
事
の
仲
間
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
一
概
に

そ
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
 
 
 

ウ 

人
間
も
自
然
の
一
部
な
の
だ
か
ら
、
自
然
・
人
工
と
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。 

ア
（ 

 
 
 
 

） 
 

イ
（ 

 
 
 
 

） 
 

ウ
（ 

 
 
 
 

） 
  
 

問
３ 

「
恣
意
」
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
で
記
せ
。
ま
た
、「
恣
意
」
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
一

つ
選
べ
。（
読
み
３
点
、
意
味
３
点
） 

 
 
 
 

① 

自
分
勝
手
で
あ
る
こ
と
。
明
確
な
根
拠
が
な
い
こ
と
。 

 
 
 
 

② 

他
人
任
せ
で
あ
る
こ
と
。
根
拠
を
求
め
な
い
こ
と
。 

 
 
 
 

③ 

不
意
に
思
い
つ
い
た
こ
と
。
そ
の
場
で
考
え
た
こ
と
。 

 
 
 
 

④ 

不
本
意
な
こ
と
。
意
志
の
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

読
み
（ 

 
 
 

） 
 

意
味
（ 

 
 

） 
  
 

問
４ 

次
の
空
欄
ア
～
カ
に
当
て
は
ま
る
語
を
、
あ
と
の
①
～
⑧
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。（
各
３
点
） 

 
 
 
 

・「
常
識
」
な
ど
、
証
明
し
な
く
て
も
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
や
、
当
然
で
あ
る
こ
と
を
（ 

ア 

）
と
言
う
。
し
か
し
、（ 

ア 

）

の
事
柄
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
意
味
や
価
値
に
つ
い
て
一
度
は
（ 

イ 

）
的
思
考
を
も
つ
こ
と
も

重
要
だ
。 

 
 
 
 

・
夢
に
は
、
普
段
表
れ
る
こ
と
の
な
い
（ 

ウ 

）
的
な
「
欲
求
」
や
「
不
安
」
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ

る
。 

 
 
 
 

・「
赤
い
食
べ
物
」
と
い
う
言
葉
は
「
り
ん
ご
」
や
「
い
ち
ご
」
と
い
う
言
葉
に
比
べ
て
（ 

エ 

）
的
だ
。 

 
 
 
 

・
評
価
方
法
に
は
、「
八
十
点
以
上
は
Ａ
」「
六
十
点
以
上
八
十
点
未
満
は
Ｂ
」
な
ど
と
一
定
の
基
準
に
の
っ
と
る
（ 

オ 

）

評
価
や
、
母
集
団
の
中
で
比
較
し
て
Ａ
・
Ｂ
の
成
績
を
つ
け
る
（ 

カ 

）
評
価
な
ど
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

① 

顕
在 

 

② 

相
対 

 

③ 

自
明 

 

④ 

具
体 

 

⑤ 

絶
対 

 

⑥ 

懐
疑 

 

⑦ 

抽
象 

 

⑧ 

潜
在 

ア
（ 

 

） 
 

イ
（ 

 

） 
 

ウ
（ 

 

） 
 

エ
（ 

 

） 
 

オ
（ 

 

） 
 

カ
（ 

 

） 
  
 

問
５ 

次
の
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、「
疎
外
」
の
例
と
し
て
適
切
な
場
合
は
「
○
」、
不
適
切
な
場
合
は
「×

」
を
記
せ
。（
各
３
点
） 

 
 
 
 

ア 

生
産
活
動
で
は
効
率
性
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
生
産
す
る
人
間
の
感
性
・
思
い
は
排
除
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

イ 

う
そ
を
つ
い
て
信
用
を
失
っ
た
た
め
、
友
人
た
ち
か
ら
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 

ウ 

現
代
で
は
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
た
め
、
か
え
っ
て
重
要
な
情
報
が
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。 

ア
（ 

 
 

） 
 

イ
（ 

 
 

） 
 

ウ
（ 

 
 

） 




